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日 時 令和元年 7月 23 日(火) 10:00～12:00 

会 場 北広島市役所 4 階 4Ｃ・Ｄ・Ｅ会議室 

出 席委 員 鈴木聡士委員長、谷本雄司委員、武者加苗委員、天羽浩委員 

欠 席委 員 桂裕章委員 

市 出席 者 上野市長、川村企画財政部長、佐藤総合計画課長、熊谷主査 

 

1 開会 

委員の過半数が出席していることから、会議は成立していることを確認 

 

2 市長挨拶 

上野市長 挨拶 

 

3 会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、天羽委員を令和元年度第 1 回推進計画委員会会議録の署名委員と

したい旨提案があり、了承された。 

 

4 議事 

(1) 令和元年度 北広島市総合計画推進委員会の進め方 

●事務局：(資料 1の説明) 

 

◆委員長：スケジュールについて、質問等はないか。 

 

◆Ａ委員：回数が例年より増えるのか。 

 

●事務局：今年度 10 回程度の開催を予定し、1か月に 1～2回程度の開催となる想定である。 

 

●事務局：次期総合計画に関する議論の場が、この委員会、庁内推進会議、議会と 3つあり、

最上位は、この委員会である。議会は、10 年前の各会派代表 8 名の特別委員会と

は異なり、今回は 22 名全議員での特別委員会が構成された。 

推進委員会としてのスケジュールに関し、9 月～11 月の分野別計画に関する議論 

が、一つの大きな山になってくる。 

 

●事務局：令和元年 9月頃、具体的な計画案を示す予定で、そのたたき台を基に議論をしてい 

ただきたい。 

 

◆Ｂ委員：推進委員会を開催するためのスケジュール調整が大変ではないか。 

 

●事務局：場合によっては、会議を開催せず持ち回り等で進めるという可能性もあるが、いず 

れにしても情報は適宜共有する。 
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(2) 現総合計画(第5次)における成果と課題 

●事務局 ：(資料 2の説明) 

 

◆委員長：質問等はないか。 

 

【移動販売車について】 

◆Ａ委員：5ページの移動販売車は、コープさっぽろが行っているか。 

 

●事務局：そうである。市と協定を結んだ上で、直営で行われている。 

 

●事務局：今回の移動販売車は、コープが全額自己負担で、市は費用負担をしていない。今年 

度は、実証運行的な位置付けで行われている。この結果を見て、来年度(令和 2 年

度)以降の実施方法の検討が行われる。 

 

【外国人について】 

◆Ａ委員：外国人が増えた理由は何か。 

 

●事務局：大曲の民間事業者が、労働者として海外から直接雇っている。最も多いのは、中国 

人である。 

 

●事務局：現在約 300 人が市内に住民票を登録し、外国人登録をしている。住民票を登録して  

いない外国人を含めると、もっと人数が増えるかもしれない。 

 

【火葬場について】 

◆Ｂ委員：火葬場について、市内で亡くなられた方の約 65％の方が札幌市の里塚斎場火葬場   

を使っているということか。 

 

●事務局 そうである。 

 

◆Ｂ委員：北広島には火葬場がないのか。 

 

●事務局：仁別に 1か所ある。利用率は約 33％である。 

 

●事務局：仁別と里塚は、行政界を跨いではいるが、火葬場が右と左にあるというようなイメ

ージであり、近い状況である。 

 

◆Ｂ委員：どちらを利用するかは、利用者の選択次第か。 
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●事務局：そうである。また、北広島市の火葬場を建て替えるのには、恐らく数十億かかる。

北広島市の火葬場は、何時に火葬するか予約できるが、里塚の火葬場は早い者順で

ある。 

北広島市民の里塚での火葬にかかった費用の一部を、北広島市が札幌市に払ってい

る。 

年間約 600 人のうちの 6 割、約 360 人が里塚の火葬場を利用しても、里塚には 30 

炉程度あり、北広島市からは 1日 1体～2体なので、札幌市側としては大きな影響

はないと思う。 

ただし、大規模災害起きたとき、例えば遺体が増えた場合は、札幌市民優先となる 

ことが想定される。 

 

●事務局：北広島市民が北広島市の火葬場で火葬した場合は、1体 8,000 円。札幌市は、札幌  

市外の方が火葬した場合 49,000 円。そこを 8,000 円で済むように、1 体につき差

額の 41,000 円を北広島市から札幌市に対し、負担している。 

 

●事務局：札幌市は、里塚と手稲山口に 2つの火葬場があり、手稲山口の方は石狩と連携し、  

石狩はその火葬場を使っている。里塚は、数年後に大規模改修等する可能性があり、

その場合、札幌市民は手稲山口で火葬することになる。そうなると、北広島市民が

手稲山口まで行くか行かないかという問題がある。火葬場に関しては、広域的な連

携の必要が出てくる可能性がある。 

 

◆委員長：おそらく火葬場以外にも、地域の中で、どこが何を役割分担するのか、全体的な整 

理が必要になってくる。 

 

【ごみ処理施設について】 

◆Ａ委員：ごみ処理施設の広域化については、令和 6年度からスタートか。 

 

●事務局：そうであり、千歳市内に施設がつくられる。 

 

●事務局：令和 6年度からは、北広島市で集めたごみは、一度千歳に持ってい行き焼却し、焼

却した灰を各市町村が持ち帰り、自分たちの埋め立て地に灰を埋めるのか、業者に

引き取ってもらうのか等の処理が発生する。ごみ処理の広域化に関し、一部事務組

合をつくっており、北広島市の職員を 3名派遣している。 

 

【住み替え補助等について】 

●Ａ委員：6ページの空き家解体補助に関し、予算に達したとのことだが、想定以上に申請が  

増えているということか。 
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●事務局：想定以上に来ているという印象。例えば 30件予算措置した場合、30 件すぐ埋まる。 

 

【福祉センターの跡地について】 

◆Ａ委員：元々の福祉センターの場所(北進町)には、社会福祉協議会が入っていたか。 

 

●事務局：入っていた。移転後も入っている。 

 

●事務局：跡地については、(令和元年)11 月には更地になる。 

 

◆Ａ委員：マンションを建てる等、すぐ売れるのではないか。 

 

●事務局：引き合いが多そうである。 

 

◆委員長：再開発として関わるというやり方もあるかと思う。 

 

●事務局：ＪＲ北広島駅西口の再開発は、単体で空き地を売るのではなく、駅周辺全体をどう

コーディネートしていくかということの提案を民間事業者から募集している状況

である。この土地にマンションを建てるというだけの考え方ではなく、駅前も含め

て全体としてどうしていくか考えるべきである。福祉センターの跡地、酒まつりの

場所(芸術文化ホールの臨時駐車場)、駅前のロータリーも、現状のままで良いのか

等、再開発に向けた検討を行っている最中である。 

 

(3) 北広島市総合計画策定市民懇話会報告書 

●事務局：(資料 3の説明) 

 

◆委員長：6ページの住み替えの部分は、重要な観点になると思う。総合計画に、どこまで細  

かく書き込むかは別だが、どう新陳代謝をしていくか。一つの施策ではなくて、解

体を促す、あるいは土地の利用自体を変える等、総合的に施策を実施していく必要

がある。 

このことは、次期総合計画の中でも、重要な観点として意識をしておく必要がある。 

 

◆Ａ委員：7ページの産科の誘致とあるが、人が増えて子どもが産まれるという状況にならな 

い限り、産科の採算が合わず、誘致できないのではないか。産科を誘致する前に人

を増やすことが先である。 

若い人たちを増やさない限り、この産科問題は、永遠の課題である。ワンストップ 

で安心して子どもを産むことができる環境をつくっていくべき。 
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◆Ａ委員：9ページの学校の統廃合とあるが、小学校は統合した経緯があるが、今後中学校の

統合の可能性もあるのか。 

 

●事務局：そういったことも否定はできないかもしれないが、今後、若い人たちが入ってきた 

ときに、学校がないということでは本末転倒なので、そこのバランスをどうとるか

というところが、今後の 10 年間の視点になる。 

 

◆委員長：この資料は、懇話会からこういう意見があったという参考で、次のアイデア出しへ 

の参考ということで御理解をいただけたらと思う。 

 

(4) 次期総合計画骨子案 

●事務局：(資料 4の説明) 

 

◆委員長：それでは、意見等を頂きたい。 

 

◆Ａ委員：将来人口は、いつ頃に推計するか。 

 

●事務局：年末頃を予定している。 

 

◆Ａ委員：農業産出額のうち、ほとんど畜産農業だが何か。 

 

●事務局：卵の生産である。 

 

◆Ａ委員：農業産出額は、第一～二次産業全体で見た場合、0.数％。施策体系的に、工業や商

業と同列で農業振興というのはどうなのか。 

また、商業は 2,000 億円位か。 

 

●事務局：そうである。平成 19 年以降に三井アウトレットパークができて、それ以降右肩上

がりで上がっている。ただし、結局本店がある店等が少ないため、商業販売額とし

ては計上されるが、本市の法人市民税の税収に直接影響されるかということは、別

の話になる。固定資産税は入ってくる。 

農業は、国策的な要素もあり、どこのまちも並列での位置付けであり、国の補助金

等の活用の中で、農業のウエートが低いと、市としてどうかという要素もある。 

 

◆委員長：「自然と創造の調和した豊かな都市」、これは市の原案としては変えないというこ

とだが、皆さまいかがか。 
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●事務局：ボールパーク誘致を決めたとき、対外的にも、このまちづくりのテーマとボールパ 

ークが合致した。 

 

◆委員長：これを簡単に変えるという話には多分ならない。その上で、めざす都市像について  

だが、まずは市としての考え方を御教示いただきたい。 

 

●事務局：「希望都市、交流都市、成長都市」は、前回この計画をつくる際の推進委員会の中

で出てきたものである。この 3つの都市像は、本市のまちづくりに合致している。

ボールパークとの関連もあり、これからますます交流が盛んになってくると思う。

また、まちがこれから変わっていく、成長という意味でも合っている。現状として

は、合致している。 

 

◆委員長：「希望都市、交流都市、成長都市」という言葉を変えないにしても、それぞれの詳

細の説明文をどうするか。現状に合うように、調整しても良いかと思う。 

 

●事務局：現総合計画は、上野市長が平成 17 年の市長就任後初めての総合計画だった。この

ようなフレーズが必要だということがまず一つあった。加えて、基本目標から積み

上げていって、めざす都市像ができた。 

めざす都市像のこの部分を検証しながら、詳細の説明をこれからの 10 年に合った

言葉に変えていくかという議論の中で、基本目標をまず先に見てから、めざす都市

像の議論へと上げるという方法も、あるかと思う。 

 

◆Ｃ委員：まちづくりのテーマがあり、その下にめざす都市像となっているが逆ではないか。

また、まちづくりのテーマと、めざす都市像の違いがよくわからない。 

 

●事務局：まちづくりのテーマは、ずっと先の将来に向けてのテーマであり、昭和 45 年から

継承されてきたというものである。そのまちづくりのテーマに向けて今後 10 年間

のまちづくりを、どのように行っていくかというキャッチコピー的なものとして、

めざす都市像という言葉を使っている。 

    前回は、推進委員会の委員が 30 人いて、それぞれの意見を最終的にまとめたとこ

ろ、この「希望都市、交流都市、成長都市」というフレーズでまとまったという経

緯がある。 

 

◆Ａ委員：交流は、イメージがわかない。 

 

◆委員長：観光での交流、ボールパークができれば交流人口が増える。海外からも来ることを

含めて、幅広い交流という観点で、「交流都市」の詳細の説明文章を書きかえた方

が良いかと思う。 
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◆Ｂ委員：めざす都市像の説明文章や施策体系に関し、10 年後を見越した表現が必要である。 

外国人については、今後 10 年で更に増えていくので、労働環境、交流の部分でも

っと触れてはどうか。 

LGBT 等を含めて多様性についての表現があると良い。 

     情報化については、もっと強調し、行政運営の情報化だけではなく、教育面、産業

振興等でもあり得る。 

     一方で、施策体系の項目をどこか統合や吸収をさせても良いのではないか。例えば 

読書活動は歴史の継承等と一緒にする、農業も産業の中にまとめても良いような気

がする。 

10 年前から、組みかえたものはあるが、ボールパークのこともあるので、プラス 

の計画ができるまちだと思う。ただ、過去のものを全部残して良いというわけでも

ないと思うので、減らすとか吸収合併するものに関しても、考えていったほうが良

い。 

 

●事務局：委員会での意見等を参考に、庁内で検討していく。 

 

◆Ａ委員：9 ページの施策体系で、2 番の⑦は歴史の継承と創造とあるが、本市の歴史といっ

ても、本州の観光地における歴史の深さとは違うので、書くなら書き方を考えてほ

しい。 

     歴史を伝承ではなく、北広島市では歴史をつくっていくのだと思う。歴史の継承で 

はなく創造にしてはどうか。 

 

◆Ｃ委員：もし外せなければ、順番を変えるというのは可能か。 

 

●事務局：何を重点的にやるかということで、重点的なものを上に持ってくる等、並べ方も含

めて議論していただきたい。 

 

●Ｂ委員：まちづくり、ボールパークを一番上に持っていき、横断的に置いて、その中に、例 

えば子どものスポーツ教育、道路整備等とするのはどうか。 

 

●事務局：ボールパークができ、色々な分野に効果が波及していくということを示すページ

を、基本構想の中で項目を設ける予定である。 

具体的なことについては、この施策体系の中でボールパーク構想を推進すること、

こういうことをやって推進していくというのを載せていく。 
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◆Ｂ委員：サブタイトルのように、ボールパークだけ章が単体であっても、実際の状況と異な 

ってくるのではないか。 

この 10 年で良くも悪くもボールパークに左右されると思うので、ボールパークを 

前面に打ち出したら、ほかの自治体の総合計画と差別化ができると思う。 

 

◆委員長：ボールパークの位置付けをどうするかは、現総合計画と次期総合計画の一番の違い 

である。 

施策体系に入れるか、それとも横断的な位置付けとして別の表現をするか、色々な

位置付け方がある。 

 

◆Ａ委員：例えばこのまちづくりのテーマの下に、サブタイトルとしてボールパークを入れた

ら、交流も生きてくる。ボールパークを通したスポーツ交流というのはどうか。 

 

◆委員長：階層的に整理すると、きれいでわかりやすいが、現実にはある分野と別の分野の間

の繋がりというのがネットワーク的に増えてくる。 

その最たるものがボールパークで、これは全部に関わって、その波及効果は広範囲

に及ぶので、どう上手く表現できるか。 

 今日方針が決まらなくても、引き続き検討をしていただく。 

 

◆Ｂ委員：例えば 2023 年にボールパークオープン等、今後の予定で既にわかっていることに 

ついて、年表として整理していただき、その資料をいただきたい。それらを見据え

た総合計画にすべきである。 

 

◆委員長：将来目標人口も、かなり重要な話である。 

 

●事務局：将来目標人口については、今後のまちづくりに影響する部分なので重要である。例

えば、まちづくりの都市計画で住宅地をどうしていくか等のハード面の話にも直結

していく。この分野は、今後集中的に議論をしていただきたい。 

 

◆委員長：社人研推計のとおり、基本的にはどの市町村も人口は、今より下回る。しかし、北 

広島市は、予想よりも下がり幅は少ないと思うが、このあたりをどうするか議論が

必要である。社人研推計よりは決して下回らないとするか、それよりはもう少し上

に上げるという考え方もある。 

 

●事務局：定住人口増加策等に色々と取り組むことで、何とか人口減少を食いとめていくこと

になると思う。 

 

◆委員長：それでは今日の議論は、ここまでとする。事務局から連絡事項をどうぞ。 
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●事務局：次回は 9月の開催を予定している。 

 

●事務局：次回の委員会まで 2か月程度空くが、議会等の各種情報については、メール等で提

供する。 

  

5 閉会 

◆委員長：(閉会) 

 

 

 

会議録署名委員                     
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